
科目名 担当教員

単位 講義区分 ナンバリング

期待される学修成果

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞの要素

実務経験

実務経験を生かした
授業内容

到達目標及びテーマ

授業の概要

授業計画

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

事前学修

事後学修

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法

成績評価方法 割合（％） 評価基準等

レポート 40%
授業内容に関するレポート課題を出す（理解度に応

じ評価する）

上記以外の試験・平常点評価 60% 積極的な授業への参加姿勢を評価する

定期試験 0% 実施しない

補足事項

子ども家庭福祉Ⅰ 真鍋　顕久

2単位 講義 ED1CSR107

子ども理解　自己形成

グループワーク

相談援助職

相談援助職の経験を生かし、ソーシャルワークについて講義する

1．子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷を理解する。2．子ども家庭福祉と保育との関連性及び子どもの人権について理解する。3．
子ども家庭福祉の 制度や実施体系等について理解する。4．子ども家庭福祉の現状と課題について学ぶ。

子ども家庭福祉の授業では、子どもの発達を踏まえたうえで子ども家庭福祉の必要性について理解する。子ども家庭福祉の歴史的経
緯と今日に至った子ども家庭福祉の概念やその背景となる社会の発達、子どもを支える価値について学び理解を深める。子ども家庭
福祉を生活問題への対応策として捉え、生活問題を抱える対象者に対する社会福祉的支援・処遇のあり方について学ぶ。
【デジタル技術利用 該当番号：① ④】

子ども家庭福祉とは

子ども家庭福祉を取り巻く状況

子ども理解１（子どもの成長と発達：自我と自立）

子ども理解２（子どもの成長と発達：子どもと社会）

子ども観の歴史的変遷

子どもの権利（子どもの権利条約）

わが国の児童家庭福祉の歴史的変遷

子ども家庭福祉の制度と法体系

子ども家庭福祉の実施機関

児童虐待とは

児童虐待への法的対応

要保護児童対策地域協議会について

社会的養護の現状について

社会的養護の課題について

まとめ（第1回から第14回までの内容）

2時間 提示された課題に取り組む。テキストの指定されたページを読む

2時間 教授された内容を整理しておく。

Eメールでの質問を受け付ける。

1/2



教科書

書名 著者 出版社 ISBN 備考

こどもまんなか福祉論 編著者：新沼英明 中央法規出版 978-4-8243-0018-8 なし

参考資料 「保育所保育指針」「幼保連携型 認定こども園教育保育要領」
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